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米国心臓病学会2010

坂　本　隆　史＊

　米国心臓病学会2010は11月13～17日にシカゴ

のMcCormick　Placeで開催された．シカゴはアメ

リカ合衆国イリノイ州の都市で，5大湖のミシガ

ン湖の南西岸に位置しミシガン湖から季節風が吹

き付けるため「Windy　City」とも呼ばれる．都市

圏人口は米国内ではニューヨーク，ロサンゼルス

に次ぐ第3位の巨大都市である．マイケルジョー

ダンを擁して一時代を築いたNBAのシカゴブルズ

が有名であるが，最近では日本人メジャーリーガ

ーが所属していたこともあり，カブスやホワイトソ

ックスといったMLBのチームも比較的なじみ深い．

　我々は11月12日夕方にシカゴに到着したが，

その第一印象はWindy　Cityという名が示す通り寒

風が骨身にしみるほど寒いなということであった．

まずは学会会場であるMcCormick　Placeに向かい

registrationを行った．開催前日ということもあり

人手はまばらではあったが，会場全体の広さおよ

びMain　Hallの装飾などから，そのスケールの大き

さを予感し胸を躍らせた．

　まずは学会の目玉ともいえるLate－breaking　Tri－

alsをいくつか紹介する．

　至適薬物治療を受けているQRS幅が延長した

㎜classII～III噸から中等度の収縮不全に

よる心不全患者1，798名に対して，植え込み型除

細動器（ICD）群と心臓細動器療法付き植え込み型

除細動器（CRT－D）群に割り付け40ヵ月（平均追跡

期間）観察したRAFT　trialが発表された．このtrial

ではCRT－D群が全死亡や心不全による入院を有意

に抑制したと報告された．しかしながらデバイス

植え込みから30日以内のデバイス手技関連合併症

はCRT－D群で有意に増加した．この結果から軽症

から中等症の心不全症例ではQRS幅が広く収縮不
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全がある場合にはCRT－Dの植え込みを考慮すべき

であるが手技関連合併症には注意が必要という結

論であった．

　NYHA　class　IIの虚血性と非虚血性を合わせた収

縮不全による軽症心不全患者群に対する選択的ア

ルドステロン拮抗薬であるエプレレノンの追加投

与を検討したEmphasis－HFが報告された．エプレ

レノンはこれまでに心筋梗塞患者を対象とした

EPHESUS試験において予後改善や全入院を改善

することが報告されており，軽症心不全や非虚血

性心不全に対する効果の検証は多くの注目を集め

ているところであった．このtrialは早期にエプレ

レノンの利益が明らかになったことで追跡期間21

ヵ月（中央値）の観察で予定よりも早く終了された．

ACE阻害薬やβ遮断薬がほぼ全例に投与された患

者群を対象としているにも拘らず，プラセポ群と

比較して総死亡を24％，心血管死および心不全入

院を37％減少させたと報告された．EPHESUS試

験：の結果も合わせると軽症から重症の全ての心不

全に対してRAS阻害薬やβ遮断薬に加えてエプレ

レノンを早期に考慮するべきであるという結果で

あった．

　難治性高血圧症に対するカテーテルによる血管

内選択的腎交感神経除神経についてのRandomized

co曲11ed血1であるSymplicity　HTN－2がDr．　Mumy

Eslerから報告された．我々の研究室でも以前より

話題にあがっていたこともあり，その結果を非常

に楽しみにしていたtrialであった．3剤以上の降

圧薬服用にも拘らず外来収縮期血圧160mmHg以

上の治療抵抗性高血圧患者106名を腎除神経群52

名と対象群54名に無作為に割り付け6ヵ月間の観

察を行った．腎除神経群で6ヵ月後の血圧は178／97

－146／85と著明に低下していた．重大な合併症は

認めず，現在米国でも同様のtrialが進行中とのこ
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とである．腎動脈アブレーション用カテーテルの

開発を行っているARDIN社のブースに行った際に

腎除神経はBaroreflex　sensitivityを改善するという

データを見せていただいた．薬物治療ではコント

ロールが困難である治療抵抗性高血圧に対する新

しい治療として今後検討する必要があると感じた．

一方で腎除神経の血圧や全身の交感神経活動，動

脈圧反射との相互関係については不明な点が多く

機序解明が期待されるところである．

　次に一般発表からいくつか興味を引いたものを

紹介する．

　Heart：Failure　with　Preserved　Systolic　Functionの

symposiumでは，　D笈MR　ZileやDr．　WC　LiUleとい

った教科書でよく見る著名人が，基礎から臨床ま

でを幅広くreviewしていた．特に筆者はイヌでの

左室圧容積関係の実験を行っており，日頃よりよ

く参考にしているDr．　WC　Littleの話が聞けるとい

うことで非常に楽しみにしていた．今では使用さ

れている施設も少なくなったsonomircometerと

micromanometerの慢性植え込み犬を用いた心不全

や運動負荷での左室圧波形などの話があり興味深

く聴講した．basic　researchの内容が多く他のclini－

cal　researchの発表者と比較して聴衆が少なかった

のは内容の難しさ故だろうかと思索した．またい

ずれの発表においてもその治療法については確定

的なものはないように感じた．

　ポスター発表ではBoston　Scientificのteamが

coronary　microembolizationによる慢性心不全犬に

対しての迷走神経刺激の効果について報告してい

た．3ヵ月間の迷走神経刺激により左室拡張末期容

積は変化しないが左室収縮末期容積は減少させ，

その後に3ヵ月間迷走神経刺激を中止すると拡張

末期容積は変化しないが収縮末期容積は増加した

という結果であった．迷走神経刺激は拡張末期容

積は変化させずに収縮末期容積を減少させ，心機

能を改善するという結論であったが，その機序に

ついては言及されていなかった．また刺激条件も

1分間のうち10秒闇の刺激という国立循環器病セ

ンターのLi先生がratを用いた実験で報告されて

いる条件と同様であり，その最適化についても検

討が必要であると感じた．

　11月16日の早朝6時半より開催された：Fun　walk

／Fun　Runに大学院生3人で参加した．18回目の開

催と学会のイベントとして恒例化しているようで，

楽しみにしている学会参加者が多く，450人もの

参加があった．Dr．　Peter　Libbyが挨拶をされ，朝焼

けに映えるミシガン湖と美しいシカゴの高層ビル

街を一望できるミシガン湖畔を会場としたイベン

トが開催された．このイベントは5kmのrunと1

mileのwalkのコースから希望するコースを選べる

ようになっていたが，300人以上の参加者が5km

runを選んでいたようである．このことからも外

国の研究者のジョギング好きがうかがえた．筆者

は最近マラソンを始めたということもあり5km

runに参加した．スタートの号砲が鳴るとランナ

ーは一斉に猛ダッシュし，初めだけだろうとたか

をくくっていた筆者は次第に集団から遅れていっ

た．結局30分程でゴールしたのだが，後ろから数

十番という順位であった．完走者はAHAのロゴマ

ークが入った長袖Tシャツをもらうことができ，

良い思い出となった．早朝のマラソンは走る前は

寒さに心が折れそうになったが，異国の地で美し

い景色を見ながら海外の研究者と一緒に走るマラ

ソンの爽快感は，今後参加される方々にも是非お

勧めしたいイベントであった．

　今回の学会参加により，あらゆる分野の最新知

見や異文化に触れることができ，今後の研究への

モチベーションを大きくし帰国の途についた．
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